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Kavli IPMU 15周年記念
シンポジウムを開催
　シンポジウム「世界トップレベ

ル研究拠点プログラム WPI Kavli 

IPMUの15年の成果と展望̶数

学者・物理学者・天文学者・探究

の旅路」が安田講堂で開催されま

した。2007年から数学・物理・天

文分野の融合研究の成果を多数生

み出してきたKavli IPMUが、WPI 

拠点としての15年間を終えて WPI 

アカデミーへ移行するにあたり、

これまでの成果紹介と、恒久研究

機構としての未来を歩むことの報

告を目的としたもの。関係者のみ

が安田講堂に参集し、一般の方は

オンライン配信を視聴する形で開

催され、約1020名の参加がありま

した。

　シンポジウムでは、藤井輝夫総

長、文部科学省の池田貴城研究振

興局長、日本学術振興会の宇川彰 

WPI プログラムディレクターが

挨拶し、大栗博司機構長が総合講

演を行いました。高田昌広教授は

「すばるで探るダーク成分」、伊藤

由佳理教授は「特異点に秘められ

た謎」、マーク・ヴェイギンス教

授は「もう待たない !  超新星ニュ

ートリノ」と題してそれぞれ講演

しました。

ステージに並んだ登壇者たち。シンポジ
ウムでは横山広美副機構長が司会を務め、
相原博昭理事・副学長が閉会挨拶を行い
ました。
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東京大学 丸和 
柏FUSIONフィールドがオープン
　 5月24日、柏FUSIONフィール

ドの開所式・施設見学会が開催さ

れました。柏図書館メディアホー

ルで行われた開所式では、スポー

ツ先端科学連携研究機構（UTSSI）

の中澤公孝機構長と中村仁彦工学

系研究科上席研究員が、本郷・駒

場・柏のFUSIONフィールド構想、

株式会社丸和運輸機関（以下、丸

和）との共同研究について紹介。各

種センサーを備えたフィールドで

選手の運動データをリアルタイム

で取得し分析する試みが始まった

ことを報告しました。FUSIONフィ

ールドの実現に多大な支援を賜っ

た丸和の和佐見勝代表取締役社長

への感謝状贈呈、記念撮影の後は、

柏キャンパス北東部にあるフィー

ルドに移動し、クラブハウスやト

レーニング機器、UTSSIの研究拠

点となる研究室、人工芝が整備さ

れたラグビー場などを見学しまし

た。健康・スポーツ科学研究の拠

点として、また本学構成員の福利

厚生施設としても利用される柏

FUSIONフィールド。今秋には天然

芝のラグビー場も整備される予定

です。

フィールド内 6ヶ所の
ポールに40台からな
るカメラシステムを設
置。選手たちの動きを
自動取得したデータを
もとに研究が進みます。
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硬式野球部員が窃盗犯逮捕に貢献
　本学硬式野球部の投手 3名（青木麟太郎さ

ん、小髙峯頌大さん、松島司樹さん）が、 4

月23日の練習時、弥生キャンパスにある東大

球場の観客席から財布が入った部員の荷物を

持ち去ろうとした男に気づいて取り押さえま

した。大学施設を狙う窃盗の常習者と見られ

ます。5月13日には、警視庁本富士署より、

学生3名に対して感謝状が贈呈されました。

本富士署長からは、常習の窃盗犯の逮捕は今

後起こるかもしれなかった犯罪を防ぐことに

もなり、勇気のある行動に大変感謝したいと

の言葉が贈られました。

本富士署にて感謝状を授与され
た3選手（左から小髙峯さん、青
木さん、松島さん）。

五月祭マスコットが愛嬌を振り
まきながら正赤通りをにじり進
む「めいちゃんパレード」の様子。

5/14～15

五月祭をハイブリッド形式で開催　
　第95回五月祭が 5月14～15日に行われま

した。コロナ禍で2年続けてオンラインのみ

の開催でしたが、今回は来場者数を制限し飲

食の出店を禁止した上でのハイブリッド開催

となりました。今回のテーマは「汽祭域」。淡

水と海水が混在する汽水域のように、出展者

と来場者、現地とオンラインが混じって価値

を生む、との思いがこもっていました。研究

成果の展示、音楽演奏、趣向を凝らした各種

パフォーマンス等、268件の企画が行われま

した。

中島教授は2023年からIMU総裁
に就任し、4年間その任にあた
る予定です。

7/4

国際数学連合が中島啓教授を総裁に選出
　国際数学連合（IMU）は、カブリ数物連携

宇宙研究機構の中島啓教授を次期総裁に選出

しました。アジア圏の選出は、2015年から総

裁を務めた森重文氏以来 2人目となります。

80以上の団体が加盟し、フィールズ賞を授与

することで知られるIMU。今回の選出につい

て中島教授は「国際的な交流を今後どのよう

に進めていくのか難しい時期に大役を仰せつ

かり、大きな責任を感じています。世界各国

の数学者と協力しながら、運営を進めて行き

たいと思います」と話しています。
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文京区と基本構想の手交式を実施
　文京シビックセンター（文京区役所）にて、

「東京大学と周辺地域の連携による東京大学

本郷地区キャンパスエリア活性化に向けた基

本構想」を成澤廣修文京区長へお渡しする手

交式を行いました。この構想は、昨年公表し

た基本方針「UTokyo Compass」の目標実現

に向け、キャンパスと周辺地域を含めた「本

郷地区キャンパスエリア」の活性化を図るも

の。本学にふさわしい教育研究環境を整備し、

地域の発展を推進し、地域との連携強化を図

ることを目的に策定されました。
文京区の成澤廣修区長に構想を
渡す藤井総長。
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September 2022スタイルは無限　
舞台は多種多様な世界
2022年6月、東京大学は誰もが生き生きと活躍できる魅力あるインクルーシブキャンパスの実現を目指すため、
「ダイバーシティ＆インクルージョン宣言」を制定しました。まさに今回は感染症疫学の研究に取り組む若手研究者、
金融機関から異業種のIT業界などキャリアを重ねるビジネスリーダーの登場です。
チャレンジし続ける姿勢の大切さ、バイタリティーの秘密について伺いました。

東大で自分の進む道が 
明確になった

　小学生 4年から 6年までの 3年

間、父の仕事の関係で南アフリカ

共和国・ヨハネスブルクに住んで

衛生大学院に留学が決まり、公衆衛

生学修士号を取得。米国疾病管理予

防センターで感染症疫学者として 2

年間勤務しました。感染症の発生状

況変化を監視するシステム設置や疫

学調査を重ねる中で、「集められた

　多々苦戦しながらも研究を続け

ている人間がいると伝えられたら、

何かのきっかけや手助けになるか

もしれないと思っています。今回

の受賞は、研究者、母、人として

成長し、人間と動物の健康に貢献

できるよう、精進していこうと新

たなエネルギーをもらいました。

様々なバックグラウンドの人たち

が安心して快く仕事や生活ができ

るよう、これからもアカデミアの

環境改善に努めていきたいと思っ

ています。

卒業生インタビュー

できるモデルを開発しまし

た。その結果、現在、アメ

リカ全土および各州ではこ

のモデルを用いて累計感染

者数を推定しています。

　もうひとつは「ワンヘル

ス」という人獣共通感染症

のプロジェクトです。衛生

管理のよくないマーケット

でさばかれた食肉が、サル

モネラ菌やカンピロバクタ

ーに汚染されて持ち込まれ

る状況を数理モデルにし、

いかに効率的に解決できる

か、シミュレーションを通

Profile
エモリー大学疫学者、WHO統計コン
サルタント。専門分野は感染症疫学。
2012年東京大学農学部獣医学専攻卒
業。米国エモリ―大学で公衆衛生学修
士号を取得。その後米国疾病管理予防
センターにてエボラウイルスなどの疫
学研究、アウトブレイク対応を担当。
16年秋からイエール大学の博士課程
にて数理モデルを用いた感染症動態の
研究に取り組み、20年修了。

して提案しています。

ひとりの研究者として

　アメリカに住んで今年で10年

目を迎えました。留学当初はトラ

ブルの連続でチャレンジの繰り返

しでしたが2019年に第一子を、

2021年に第二子を出産しました。

パンデミックで孤立し仕事を続け

る中、子どもの保育園は休園を繰

り返し、満足に仕事ができない状

態が続き、実質50％以下しか稼

働できない日々だったと思います。

　そんな中、2022年 5月に「第

一回羽ばたく女性研究者賞奨励賞

（マリア・スクウォドフスカ=キ

ュリー賞）」※を受賞しました。

帰国はできませんでしたが、父母

が代理で授賞式に参加しました。

子どもや職場にストレスをかけて

まで仕事する意味はあるのか悩ん

でいましたが「今はそれでもいい、

研究者として頑張り続けていいん

だよ」と言われたように感じてい

ます。

イエール大学の卒業式は子どもたちも一緒に。

「羽ばたく女性研究者賞奨励
賞」賞状。ハレの舞台で代理
で受け取ってくれた両親に親
孝行できたような気持ち。

※　国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）と駐日ポーランド大使館が日本の女性研究者の
より一層の活躍推進に貢献することを目的に国際的に活躍が期待される若手女性研究者を表彰。

した。

　そこで私は抗体価の減

少を調整した上でより正

確に累計感染者数を推定

いました。野生動物と

触れ合ったり、公衆衛

生の環境が全く違う生

活で、漠然とですが将

来は国際機関で働きた

い、獣医師になりたい、

という夢を抱いていま

した。その後東大の農

学部医学専攻に進学し、

公衆衛生学や疫学の講

義を受け、WHO（世

界保健機構）やOIE（国

際獣疫事務局）で働い

ている方の話を伺う機

会を得、「世界を舞台

に働いている獣医師が

いる。自分がやりたい

道はこれだ!」と気づき、

データをより効果的に

使いたい」「統計的・

数理的解析法を学びた

い」と考え、次のステ

ップ、イエール大学の

博士課程に進学を決め

ました。

感染症研究と 
変わる未来

　2020年 8月にイエ

ール大学を修了してす

ぐ、エモリー大学では

2つのラボに採用され

ました。現在住んでい

るコネチカット州ニュ

ーヘイブンから、ジョ

 ージア州アトランタでの

疫学者として感染症対策に貢献で

きる人材になろうと進路を決めま

した。さらに視野を広げたいと考

え、海外留学を目標にしました。

現場で学んだこと

　 6年生の冬に欧米の大学院に複

数出願し、最終的にエモリー公衆

仕事をリモートワークで行っていま

す。函館に住みながら、福岡の大学

の仕事をしているイメージです。

　2つの研究チームのひとつでは、

新型コロナウイルス感染症の研究を

行っており、「アメリカ各州で新型

コロナウイルスに何人感染したのか

を正確に推定する」研究をしていま
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